
■会議報告
IEEE InternationalConferenceonPlasmaScience
（ICOPS2015, May 24-28, 2015, Antalya, Turkey）

江 偉華（長岡技術科学大学）

赤塚 洋（東京工業大学）

高杉恵一（日本大学）

２０１５年５月２４～２８日の５日間，表記の国際会議がトルコ

のリゾート地ベレクで開催された．会場となったコーネリ

ア・ダイヤモンドホテルは敷地内にゴルフコースをもつリ

ゾートホテルで，プールやプライベートビーチも備わって

いる．トルコは昨今問題となっているシリアに隣接してお

り，その一部は日本外務省の指定する危険地域になってい

るにも関わらず，３０余の国々から３８２名の研究者が ICOPS

２０１５に参加した．その中で日本からの参加者は９名であ

り，参加者数９番目の国として，中国（５８名）と韓国（３３

名）には大きく水をあけられていた．

今回の ICOPSでは，以下のトピックスを中心に，プレナ

リー講演７件，オーラル講演２７７件，ポスター発表３７６件の

テクニカルプログラムが組み込まれた．

・Basic Processer in Fully and Partially Ionized Plasma

・Microwave Generation and Plasma Interactions

・Charged Particle Beams and Sources

・High Energy-Density Plasma and Applications

・Industrial, Commercial and Medical Plasma Applications

・Plasma Diagnostics

・Pulsed Power and Other Plasma Applications

プラズマ基礎・応用に関する国際会議は多数あるが，そ

の中でも ICOPS の場合は米国の電気電子工学会に相当す

る IEEEの主催であり，さらにその中でもNuclear and

Plasma Science Society（NPSS）が中心となって会の運営

をサポートしている．そういう経緯もあり，パルスパワー

を応用して発生させるプラズマ応用というのが中心だろう

と以前筆者の一人は考えていたが，それは誤りであると判

断した．今回初めて標記会議に出席し，各種の応用プラズ

マが様々に議論されていることが理解できた．

Zピンチではワイヤアレイの実験はひところに比べてだ

いぶ減少した．サンディア研究所の Z装置のメインテーマ

はライナー Zピンチに移っている．磁化プラズマをライ

ナー圧縮する，いわゆるMTF（Magnetized Target Fu-

sion）で，磁場閉じ込めと慣性核融合の中間をねらったも

のである．コーネル大のCOBRAやミシガン大のUMLTD

におけるライナー実験が報告されている．収縮時の不安定

性の発生やX線発生に関するもので，まだ予備的な結果で

あると思われる．ネバダ大で LCM（Load Current Multi-

plier）の実験に成功している．このしくみは伝送線路上に

置かれた負荷に二重に電流を流すことによって従来の電流

を倍増するものである．入力エネルギーやX線の発生は電

流の２乗のスケーリングがあり，Zピンチにおいては電流

を増やすことが重要な課題である．中国では Julong-I

（PTS）が稼働している．この装置はワイヤアレイZピンチ

負荷に 8～10 MAの電流を流すもので，シングルワイヤア

レイで 50 TW，二重ワイヤアレイで 80 TWのX線を発生

している．

応用分野的には，磁場閉じ込め，慣性閉じ込めの核融合

研究に始まり，THz波やマイクロ波を中心とする各種の大

出力あるいは高精度の電磁波源，航空工学への応用を遠く

見据えた電気流体力学（Electrohydrodynamics）の基礎研

究，電気工学の基礎中の基礎とも言える誘電体と絶縁破

壊，など，広範な分野にわたって，講演がなされている．そ

の多くの研究が，応用のためにプラズマの基礎を解明しよ

うという意気込みに溢れており，IEEE主催であるからと

いってスポンサー企業の顔色を伺うようなことは全くな

く，この辺が ICOPS の特徴かと思われる．

プラズマを用いた新しい加速器はいろいろ提案されてい

るが，実際に加速器のサイドから検討され，装置の設計が

行われている．CERNではプロトンビームの航跡場を用い

た加速器の検討が行われている．またバークレーではレー

ザーの誘導ラマン散乱を用いた加速器の検討が行われてい

る．

宇宙における推進装置についていくつか報告があった．

ホール・スラスタは磁石を備え，磁場を横切って電流を流

すことによってプラズマを放出するもので，比較的推力の

大きなものができるようである．キューブ・サット（一辺
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が 10 cm程度の立方体の衛星）に乗せる小型のアンバイ

ポーラ・スラスタについての報告もあった．

磁気圏のプラズマ現象についての紹介も行われた．落雷

によって電子が降ってくる現象をLEP（Lightning-Induced

Electron Precipitation）と言うようである．落雷に誘発さ

れてホイッスラー波が励起される．この波動によって磁気

圏に捕捉された荷電粒子が散乱され，大気中に降ってく

る．全地球規模でこのような観測が行われている．

近年流行の大気圧非平衡プラズマの材料応用研究発表が

特に多く，医歯学応用を中心としたPlasmaMedicine，生物

学応用，有害有機物質分解などの環境化学応用などの分野

で多数の講演が行われている．各国で大学・研究機関と企

業との共同研究が盛んに行われていることが理解できた．

開催地がトルコでありVISAの審査条件がそれほど厳しく

ないからであろうか，中国からの参加者が突出して多く，

特に大気圧非平衡プラズマ応用分野での意気盛んな研究発

表が強烈に印象に残った．また，中欧・東欧，特にチェコ

やスロバキア，ロシアなど距離的に近い諸国からも参加者

が多く，これら諸国で繊維産業製品のプラズマ処理や金属

薄膜生成，金属表面処理などエレクトロニクスや材料工学

が着実に研究され成果をあげていることも理解できた．

N. Hershkowitz 氏の Curie 賞の受賞を記念して，スカイ

プを用いた講演が行われた．４３年間の研究生活を振り返

り，Langmuirプローブにおけるビーム効果，二重プラズマ

装置を用いたソリトン，円筒ソリトン，ダブルレイヤー，

エミッシブプローブ，Jiの法則，軸対称Phaedrusタンデム

ミラーにおけるMHD安定性，プレシース，Bohmの条件，

レーザー誘起蛍光法によるイオンのドリフト速度の測定な

ど，懐かしい話題が続いた．「プラズマ物理は楽しみ」，と

いうのが結論であった．

最後に，ICOPS ではオーラル，ポスターの別なく，学生

を対象にBest Student PaperAwardを審査し，授与してい

る．筆者の一部も今回，この審査過程に深く関わっていた．

我が国の各種学会の学生賞などとは比較にならないほど審

査は厳しく，約４０名の対象者から，書類による１次審査に

より８名をFinalists として選出，さらに最終審査として会

期中に１５分の最終審査発表を５名の審査員全員に披露し質

疑応答を行うことが課されている．審査は深夜におよび，

学生たちの講演にも非常な真剣さが感じられ，ICOPS Stu-

dent Award の厳しさを目の当たりにすることができた．

この経験を経て，国内のプラズマ関連学会での学生賞につ

いて，審査のあり方を再考したいとの思いを禁じ得なかっ

た．

次回 ICOPS 2016 は，カナダのBanff において，２０１６年

６月１９～２３日の日程で開催される予定である．

（原稿受付：２０１５年６月１５日）

■会議報告
26th Symposium on Fusion Engineering (SOFE
2015)

後藤拓也（核融合科学研究所）

２０１５年５月３１日から６月４日にかけて，米国・テキサス

州の州都オースティンにおいて標記会議が開催された．本

会議は IEEEのNuclear and Plasma Science Societyが主催

し隔年で開催されている会議で，今回はPulsedPowerCon-

ference との共催で行われた．プログラム上では発表総数

は３０１件で，内訳は口頭発表１４５件（うちプレナリー８件，

招待講演７３件），ポスター発表１５６件であった．ただし東海

岸の悪天候等の影響もあり，口頭発表に数件のキャンセル

があり，ポスターもキャンセルが３分の１程度はあったよ

うに思う．今回は会議初日がMini-course lecture のみ，最

終日は午前までのプログラムだったため，実質的には３日

半の会期で，各日午前前半にプレナリーセッション（２件）

があり，それに続いて午前１枠と午後２枠の口頭講演セッ

ション（招待講演含む）が３会場並行で行われる形式だっ

た（第２日，第３日の午後１枠はポスターセッション）．発

表件数では開催国米国が口頭発表６１件，ポスター発表３８件

と最も多かったが，次いで中国が口頭発表２４件，ポスター

発表３９件と全体の約２割を占め，存在感が際立っていた

（欧州は ITER機構を含めると口頭発表４２件，ポスター

８０件）．またポスター発表ではあったが，コスタリカから

の参加が２件あったのが印象的であった．標記会議につい

プレナリー会場 ポスター会場
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